
低周波ＶＣＯ 　　VCO-01

特　長

=周波数可変範囲が広い。(100 倍以上)

=直線性が良い。(±1％以内)

=三角波と方形波が同時に出力できる。

概　要

　ＶＣＯ-０１は超低周波から 20ｋＨｚの周波数範囲を、0～10Ｖの電圧で制御で

きる低周波電圧制御発振器です。周波数範囲はＬタイプが 2ｋＨｚｍａｘ、Ｈタ

イプは 20ｋＨｚｍａｘで、注文時にご指定ください。

　内部構成は、直線性の良い積分器による三角波を発生し、ヒステリシス・コン

パレータで、方形波に変換しています。

主な規格

=発振周波数範囲 2Ｈｚ～2ｋＨｚ（Ｌタイプ）

20Ｈｚ～20ｋＨｚ（Ｈタイプ）

=制御電圧範囲 ＋0.05Ｖ～＋10Ｖ

=出力波形 三角波及び方形波

=出力振幅 10ＶＰＰ±1ＶＰＰ以内

=制御電圧に対する直線性 ±1％以内

=発振周波数安定度 ±200 ｐｐｍ/℃以内 (制御電圧が5Ｖの時)

=電源電圧 ±15Ｖ ±10％以内

=消費電流 ±15ｍＡ ｍａｘ

=外形寸法 50×30×15ｍｍ

=重　　量 50ｇ以下

■外形寸法図

■端子接続表

端子番号 信号名称 備　考

１ 制御電圧入力 ０～＋１０Ｖ

２ レンジ設定抵抗

３ ｵﾌｾｯﾄ調整端子 ｺﾝﾃ ﾝ゙ｻ接続端子

４ 積分器出力端子 　〃

５ 三角波出力

６ 方形波出力

７ ０Ｖ 電源 ０Ｖ

８ －Ｖｃｃ 電源－１５Ｖ

９ ＋Ｖｃｃ 電源＋１５Ｖ

BOTTOM VIEW
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基本的な使い方

=周波数レンジに応じた、レンジ設定抵抗を 2-3番ピンに付加します。制御電圧

　に対する絶対精度を必要とする場合は、半固定抵抗を直列に接続して、制御電

　圧＋5Ｖまたは＋10Ｖにて所定の発振周波数に合わせます。

　（6.25ｋΩ＝5.6ｋΩ＋1ｋΩＶＲが標準的な定数です。）

　周波数範囲を1 桁下げるには、レンジ設定抵抗を 62.5ｋΩ、また2 桁下げるに

　は 625ｋΩとします。

=外付けコンデンサ端子（3－4 間）にコンデンサを付加することにより、発振周

　波数範囲を変える事ができます。内蔵されているコンデンサの値は、Ｌタイプ

　で 0.04μＦ、Ｈタイプでは、0.0039μＦです。

　制御電圧 Ｖ＝10Ｖでの発振周波数ｆ0は、ｆ0＝1/(2×ＣＲ)、Ｒ＝6.25×10３

　で、計算できます。

=低い制御電圧（0.05Ｖ以下）では、制御電圧に対する直線性が悪化するので、

　より広範囲な直線性が必要な場合は、図1 のようにオフセット調整回路を付加

　してください。

　　   基本的な使い方
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